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概要
「特別の教科道徳」が創設され，３年目を迎えた。深刻化するいじめ問題，多様な価値観をもつ人々

との共生，急速な情報化によるモラルの問題など，教科化の背景は様々である。全世界をとりまく新型
ウイルスの影響を例にとっても，人としての生き方，他者と対話し協働しながら社会の在り方を考え続
ける力が今後ますます求められるだろう。こうした資質・能力の育成に向け，道徳教育は大きな役割を
果たすものと考えられる。しかし，教科道徳と従来では何が変わって何が変わらないのか，指導法に悩
む教員も少なくない。職員研修や個々の授業改善を通して道徳教育を推進させることは，課題解決にせ
まり，よりよい生き方を考え続ける児童の育成につながるのではないかと考え，実践を試みた。

Ⅰ 研究のねらい・方法
課題解決に向けた研修，授業改善の在り方を以下の実践を通して探る。
・調査研究（文献・先行研究） ・意識調査 ・研修プラン作成
・カリキュラムデザインの作成 ・道徳科の授業実践

Ⅱ 研究の結果
（１）子どもの学びの概念整理と道徳科

道徳教育，道徳科において「学びに向かう力，人間性など」とは，「自己の生き方を考え，主体的な判
断のもとに行動し，自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性」そのもの
である。そのため，各教科などにおいて「学びに向かう力，人間性など」を育成することは，道徳性を
育むことに深く関わっている。平成 年告示小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編においても，
道徳科の学習指導を構想する際には，学級の実態，児童の発達段階，指導の内容や意図，教材の特質，
他の教育活動との関連などに応じて柔軟な発想をもつことが大切であることが示されている。
児童は，学校の教育活動や日常生活において様々な体験をしている。そのなかで様々な道徳的価値に

ふれ，自分との関わりで感じたり考えたりしている。中山（ ）は，学びとは一方的に教えてもらう
だけでなく，体験したことを経験 内面化 にして，さ
らに振り返る過程から生み出せるものであり，こう
した学びにより多様な能力（認知，思考系，非認知能
力）を獲得することができると示している。これらを
踏まえ，道徳科を軸に教育活動をつなぎ，体験したこ
とを学びとして獲得させていくことこそが，人とし
てどう生きるか他者とどう関わっていくかという資
質・能力の育成につながるものであると考えた。

図１ 子どもの学びの概念イメージ
（２）教員の意識調査

現任校の教員が道徳科の授業についてどんな課題や不安を抱えているのか，あるいはこれまでどんな
成果があったのかを明らかにするため，管理職を含む学級担任１６名を対象にアンケート調査を実施し
た。（令和元年７月２２日）。設問は以下の通りである。

（考察）
〇よい教材よい授業とは
発達段階や指導時期，他教科との関連を活か

すことが有効だと考えていることが明らかに
なった。また，「内容をイメージしやすい」「自
分事として考えられる」「価値観の対立を生か
した話合いができる」教材を指導の効果が上が
る「よい教材」ととらえている傾向が見られた。
〇授業づくりの上で抱えている難しさ
「発問」「対話」「ノートの活用」「授業の組

み立て」の順に難しさや不安を抱えており，こ
れらを扱った研修プランを組むこととした。
〇教材研究の現状
ほとんどの教員が個人で教材研究をしてい

ることが明らかになった。指導書を参考にする，
多様な本を読む，板書や発問・ノート計画，
研修会に出席と回答があり，情報交換すること
も研修のひとつになるのではないかと考えた。

☆道徳科・学活・特別活動を関連させたテーマ学習

教育活動の学び化

教育活動における子どもの学び

体験 経験 学び 能力内面化 振り返り 獲得・向上

気付き 発見
感情の動き

実践知を導き出す
他の経験や知識・情報

との関連付け

経験の蓄積
経験の認知

今後の教育活動における子どもの学び

中山芳一

「学力テストで測れない

非認知能力が子どもを伸ばす」

東京書籍

Ⅰ 「手応えのあった授業」 ～強みをより強く共有へ～
これまでの道徳の授業の経験を振り返って，おすすめの授業・子どもの反応が良かった・手

応えを感じた・深く考えさせることができた・学び合えたなどの授業を３つまでとその理由を
教えてください。教科書・資料・絵本・写真・自作教材など出典の記述をお願いします。覚え
ている範囲で構いません。

Ⅱ 「困っていること みんなで解決！」
道徳の授業をする上で，難しいと思うのはどんなことですか。３つ選択してください。

①ねらいの設定 ②授業の組み立て ③発問 ④ノートの活用 ⑤導入
⑥対話のさせ方 ⑦教科書活用の仕方 ⑧ 展開 ⑨ 終末 ⑩ 板書
⑪評価 ⑫問題意識のもたせ方 ⑬その他

Ⅲ 「これからの子どもたちのために」
１ 道徳の授業づくりについてお聞かせください。教材研究をどのようにされていますか。
当てはまる番号を〇で囲んでください。

①指導書を参考にする ②学年で話し合う ③その他

２ 今後，研修をするとしたら，どのような内容がふさわしいでしょうか。当てはまる番号
を〇で囲んでください。

①道徳の基本的な用語などの研修をする ②授業づくりの研修をする
③授業を参観し合う ④評価の研修をする ⑤成果や課題を共有し合う ⑥ その他

３ 道徳の授業づくりを充実させる上でご要望等ありましたらお聞かせください。

図２ 教員の意識調査（設問を抜粋）
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校内研修会
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道徳って 必要？ ☆先生の立場から

学力と関係ない
学校で教える

こと？
他教科の学習
でも心は育つ

そもそも
きれいごとばかり

どんな意味が
あるの？

いじめの解決には
役立たない 正直言って・・・

道徳って 必要？ ☆子どもの立場から

テストがないからラク

教科書に出てくる人の気持ちを考える

先生の話を聞いて 先生が答えてほしいことを言う

⇒つまらない

実は決まった答えがない？

考えるのがむずかしい 楽しい！？

なぜ今 道徳教育なのか

本答申は，２０３０年の社会と，更にその先の豊かな未来において，

一人一人の子どもたちが，自分の価値を認識すると

ともに，相手の価値を尊重し，多様な人々と協働し

ながら様々な社会的な変化を乗り越え，よりよい人

生とよりよい社会を築いていくために，

教育課程を通じて初等中等教育が果たすべき役割を示すことを意図している。

中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
（平成２８年１２月２１日）

これから求められる力

〇どのような未来を創っていくのか
どのように社会や人生をよりよいものにし
ていくのか 目的を考え出す力

〇答えのない課題に対して 多様な他者と
協働しながら解を見出す力

理解

創造

協働

表現

判断

思考

・・・

新しい時代に必要となる資質・能力の三つの柱

生きて働く「知識及び技能」の習得

未知の状況にも対応できる
「思考力・判断力・表現力等」の育成

学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力，人間性等」の涵養

道徳科 教科目標

道徳的な判断力・心情・実践意欲と態度

資質・能力

道徳的諸価値の意義及びその
大切さを理解すること

物事を多面的・多角的に考える

自己を見つめ，自己の生き方に
ついて考えを深める

知識及び技能

思考力・判断力・
表現力等

学びに向かう力
人間性等

道徳科のとらえ

道徳的な判断力，心情，
実践意欲と態度

他者との話合いを通して，教材，友達の考え，自分の考えの
変容など， 多面的・多角的に自己の生き方について考えを深
めていく経験が重要（繰り返し 焦らずに）

学校教育目標の実現に向けての資質・能力を育てる教科

道徳科内容項目のとらえ

学習指導要領の 内容項目は

教師と児童が人間としてのよりよい生き方を求め，
共に考え 共に語り合い その実行に努めるための 共通の課題

児童自らが調和的に道徳性を養うための手掛かり

小学校学習指導要領 特別の教科道徳解説編Ｐ２２

×
内容を端的に表す言葉
そのものを教え込む

×
知的な理解のみに
とどまる指導

留
意

〇今後の研修の要望
多忙感から，短時間でできる授業づくり研修を望んでいることが分かった。板書記録を手掛かりにす

れば，授業のイメージをつかみやすいのではないかと考え，紙面研修として授業記録を参観し合うこと
を今後の研修に取り入れることとした。また，考え議論する道徳について，これまでの道徳とは何が違
って何が求められているのか，研修を通して示していくこととした。

（３）研修プランの開発と実践
短時間研修として職員会議を活用して行った。（臨時休校期間中に実施。図３）

１ ２

３ ４

５ ６

７ ８

９ １０
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道徳科 見方・考え方

様々な事象を
道徳的諸価値の理解を基に
自己との関わりで
多面的・多角的にとらえ
自己の生き方について考えること

幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に
ついて〔答申〕
小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編

このような
見方・考え方を
もてるように
授業をデザイン

「考え，対話する道徳」の授業デザイン

教材上の出来事
登場人物の行動

行動
（見える）

登場人物が考えたこと
感じたこと

道徳的価値に対する
自分の考え方

生き方

心の内面
（見えない）

自
我
関
与

登場人物の心情理解
にとどまらず

道徳的価値のレベル
まで考えられるように
する

「考え，対話する道徳」の授業デザイン例

ズレ・疑問から問い

教材上の
出来事

道徳的諸価値等の
とらえの確認

自我関与していく

登場人物が
感じたこと・
考えたこと

自分のこと
内容項目について

道徳的諸価値に
ついて考える
→とらえ直し

導入 展 開 終末

学んだこ
とを振り
返る

「考え，対話する道徳」子どもの姿

教材
問題意識
価値観のズレ

問 い

考 え

対話する

ふりかえる
（道徳的価値観を内面
で統合していく）あれ？どういうことだろう。分からなくなってきた。

１１ １２

１３ １４

図３ パワーポイント資料 （一部抜粋）

学校再開が未確定で各教科の指導時数をどうするかという状況において，道徳科への意識を高めるこ
とは難しい状態であった。また，異動してきた教員や初任者が未だ児童と出会えていないなかでの研修
はイメージがもてず，無理が生じていたように見えた。そこで，初任者には個別に研修の機会を設け，
校内全体では，学級づくりが進んだ状態で道徳通信を発行し，意識を高めていくこととした。

（４）初任者（２年生担任）とのかかわり
初任研一般研修や授業実践で大きく５回かかわった。そのうち３回の様子をプロセスレコードに示す。

初任者の言動 自身の考えたこと 自身の言動 分析・考察
①
初任研
一般研修
（４月）

授業をどう作ったらいい
か分からない。中学校教
員コース出身で小学生の
実態はよく分からない。
読み取り道徳にはしたく
ない。

授業は児童の実態を
考慮してつくること
示す必要がある。

まずは担任する２年生
の実態をつかむことか
ら始まる。その上で授業
づくりをしていきまし
ょう。

・実際に授業が始まって
からの課題や悩みを聞き
一緒に考えていくことこ
そが研修になるだろう。
授業をするなかで子ども
をみる眼も育てたい。

②
初任者
授業実践
（６月）

指導案通りに流すだけで
精一杯だった。まだまだ
子どもの様子まで意識で
きていない。

集中して学びに向か
わせられないなかで
も光る発言があり，発
問のよさを感じた。

今日の授業で一番子ど
もたちの反応が良かっ
たのはどこでしたか？

・発問が変われば授業が
変わる。児童の反応からよ
い発問をつくることや分
析力を高めさせたい。

③
教材研究
（７月）

次回の道徳の授業の指導
案をつくろうとしている
のですが，どんなことに
気を付ければいいです
か。この教材で授業をし
てみたいのですが。
（内容項目 家族愛）

毎日忙しいなかでも
授業の準備に前向き
になっているのが分
かる。あれこれたくさ
ん伝えるよりも前回
から引き続き発問に
ポイントを絞った方
がいいかもしれない。

授業は様々な工夫が必
要だけど，まずは発問が
命。スイカはおいしいと
ころから食べるのと同
じように教材のどこに
一番子どもが関心を示
すか考えることも教材
分析や発問づくりにな
るんですよ。例えば教材
文に「お兄ちゃんは損
だ。」と書かれています
が「本当にお兄ちゃんて
損なのでしょうか。」と
問うのも一つの案です。

・導入の発問では「あたり
まえと思っていたけどど
うなんだろう」という問題
意識をもたせてほしいと
思った。また，子どもの認
識のずれを生かした発問
づくりへと興味関心を引
き出したい。

（５）紙面研修としての道徳通信
「道徳科」の授業づくりについて，負担軽減を図り持続可能な研修のひとつとして道徳通信の発行を

試みた。この道徳通信を活用して職員会議内で短時間の研修を実践した。内容は，道徳科オリエンテー
ション案，重点内容項目の確認，授業実践，板書計画やノート記録の紹介，評価についてである。時間
をオーバーすることになった場合は，各自で読んでもらうこととした。以下，一例を示す。
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自己の生き方について考えること

幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に
ついて〔答申〕
小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編

このような
見方・考え方を
もてるように
授業をデザイン

「考え，対話する道徳」の授業デザイン

教材上の出来事
登場人物の行動

行動
（見える）

登場人物が考えたこと
感じたこと

道徳的価値に対する
自分の考え方

生き方

心の内面
（見えない）

自
我
関
与

登場人物の心情理解
にとどまらず

道徳的価値のレベル
まで考えられるように
する

「考え，対話する道徳」の授業デザイン例

ズレ・疑問から問い

教材上の
出来事

道徳的諸価値等の
とらえの確認

自我関与していく

登場人物が
感じたこと・
考えたこと

自分のこと
内容項目について

道徳的諸価値に
ついて考える
→とらえ直し

導入 展 開 終末

学んだこ
とを振り
返る

「考え，対話する道徳」子どもの姿

教材
問題意識
価値観のズレ

問 い

考 え

対話する

ふりかえる
（道徳的価値観を内面
で統合していく）あれ？どういうことだろう。分からなくなってきた。

１１ １２

１３ １４

図３ パワーポイント資料 （一部抜粋）

学校再開が未確定で各教科の指導時数をどうするかという状況において，道徳科への意識を高めるこ
とは難しい状態であった。また，異動してきた教員や初任者が未だ児童と出会えていないなかでの研修
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校内全体では，学級づくりが進んだ状態で道徳通信を発行し，意識を高めていくこととした。

（４）初任者（２年生担任）とのかかわり
初任研一般研修や授業実践で大きく５回かかわった。そのうち３回の様子をプロセスレコードに示す。
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初任研
一般研修
（４月）

授業をどう作ったらいい
か分からない。中学校教
員コース出身で小学生の
実態はよく分からない。
読み取り道徳にはしたく
ない。

授業は児童の実態を
考慮してつくること
示す必要がある。

まずは担任する２年生
の実態をつかむことか
ら始まる。その上で授業
づくりをしていきまし
ょう。

・実際に授業が始まって
からの課題や悩みを聞き
一緒に考えていくことこ
そが研修になるだろう。
授業をするなかで子ども
をみる眼も育てたい。
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初任者
授業実践
（６月）

指導案通りに流すだけで
精一杯だった。まだまだ
子どもの様子まで意識で
きていない。

集中して学びに向か
わせられないなかで
も光る発言があり，発
問のよさを感じた。

今日の授業で一番子ど
もたちの反応が良かっ
たのはどこでしたか？

・発問が変われば授業が
変わる。児童の反応からよ
い発問をつくることや分
析力を高めさせたい。

③
教材研究
（７月）

次回の道徳の授業の指導
案をつくろうとしている
のですが，どんなことに
気を付ければいいです
か。この教材で授業をし
てみたいのですが。
（内容項目 家族愛）

毎日忙しいなかでも
授業の準備に前向き
になっているのが分
かる。あれこれたくさ
ん伝えるよりも前回
から引き続き発問に
ポイントを絞った方
がいいかもしれない。

授業は様々な工夫が必
要だけど，まずは発問が
命。スイカはおいしいと
ころから食べるのと同
じように教材のどこに
一番子どもが関心を示
すか考えることも教材
分析や発問づくりにな
るんですよ。例えば教材
文に「お兄ちゃんは損
だ。」と書かれています
が「本当にお兄ちゃんて
損なのでしょうか。」と
問うのも一つの案です。

・導入の発問では「あたり
まえと思っていたけどど
うなんだろう」という問題
意識をもたせてほしいと
思った。また，子どもの認
識のずれを生かした発問
づくりへと興味関心を引
き出したい。

（５）紙面研修としての道徳通信
「道徳科」の授業づくりについて，負担軽減を図り持続可能な研修のひとつとして道徳通信の発行を

試みた。この道徳通信を活用して職員会議内で短時間の研修を実践した。内容は，道徳科オリエンテー
ション案，重点内容項目の確認，授業実践，板書計画やノート記録の紹介，評価についてである。時間
をオーバーすることになった場合は，各自で読んでもらうこととした。以下，一例を示す。

図４ 道徳通信 授業づくり版

（５）カリキュラムデザインの作成
押谷（ ）は，道徳の時間（現在の道徳科）の事前に児童が課題意識や問題意識をもつことができ

るような指導を行っておくと，道徳の授業において主体的な追求を生み出すことができると提唱してい
る。そこで，道徳科・学級活動・学校行事を関連させたカリキュラムデザインを作成し，学びがつなが
るように考慮した。道徳科は一部他社教材を活用し，目指す児童像にせまることができるようにした。
今年度は６月からの学校再開となり行事の変更が生じたため，昨年度作成したものを修正して活用した。

図５ カリキュラムデザイン（５年）

（６）一枚ポートフォリオの例
カリキュラムデザインに基づき１枚ポートフォリオを作成した。１学期は学級づくり，２学期は行事を

生かした仲間との学びをテーマにした大単元である。児童には，学びが連続したものであると可視化して
考えさせることができた。また，およそ２か月間の期間の中で，自分と学級の両方の視点から良さと課題
を見つめ，自分たちの成長を振り返る手掛かりとすることができた（図６）。

図６ １枚ポートフォリオ
（７）授業実践

①初任者研修提供授業（令和２年６月１７日）（資料①）
②道徳科授業研修会（令和２年１１月１８日） 資料②
③５学年による協働の授業づくり（令和２年９月～１２月） 資料③

学 期 ２ 学 期 ３ 学 期

集団での学び方を学び，「自分らしさ」と
「集団とのつながり」を大切にする子ども

仲間と協働して学び，課題に向き合って追求していく子ども 最高学年を意識しながら，自分たちで
学びを創っていく子ども

６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

目
指
す
児
童
像

始業式
新しい学年になった
喜びを感じ，クラス
の友達とより良い関
係を作ろうとする気
持ちをもつ。

「自ら学び 豊かな情操と創造性を備え 健康でたくましく生きる児童の育成」

◇ 求める心をもつ子ども 自分の考えをもち行動を決めることができる
◇ 美しい心をもつ子ども 学級や学校が良くなる行動をする
◇ 強い心をもつ子ども 社会や学校の決まりを守り，健康や安全を考えて行動する
◇ 感謝の心をもつ子ども 進んであいさつをして，心から「ありがとう」と言える。

学校教育目標

運動会
自分たちの課題を見
つけて話し合い，友
達と協力しながら自
分やクラスの目標に
向けて進んでいく。

宿泊学習
見通しをもって計画的に準
備を進め，どんな活動にした
いか話し合って決める。自分
と仲間の良さを見つけ合い
ながら活動を楽しむ。

卒業式
最上級生としての先輩の姿を見て，
自分たちのこれからの 年に希望や
意欲を高め，思いを描く。

十符っこの日
なりたい自分，なり
たい職業など将来の
自分を思い描き，今
現在の自分や夢につ
いて語り合う。

学級活動

題材名

内容 学級目標・ルール
を決めよう

学級活動

学期のがんばりを

見付け合おう

個人目標

うばわれた自由
善悪判断・自律・
自由と責任

オリエンテーション

駅前広場はだれ
のもの

規則の尊重

ドッジボールを百倍
楽しくする方法

友情・信頼

お客様
よりよい学校生活・
集団生活の充実

かれてしまった
ヒマワリ

よりよい学校生活・
集団生活の充実

すれちがい
相互理解・寛容

その遊び方だい
じょうぶ？

情報モラル

学級活動

子どもまつりに向けてどんな

お店を出すか話し合い，成功

させよう

個人目標

これってけんり？
これってぎむ？
規則の尊重

転校生がやってきた
公正公平社会正義

ペンギンは水の中
を飛ぶ鳥だ
真理の探究

イルカの海を守
ろう

自然愛護

くずれ落ちた
だんボール箱
親切，思いやり

子どもたちは「今までの自分とは変わりたい」という願いをもって
いる。また「こんなクラスにしたい」「〇〇が心配」という期待と不安
を併せもっている。学校だからできること，学校だから思い通りにな
らないことに向き合いながら高学年として成長させたい。

ありがとう上手に
感謝

トマトとメロン
個性の伸長

一本松は語った
感動，畏敬の念

クマのあたりまえ
生命の尊さ

バトンをつなげ
よりよい学校生活・
集団生活の充実

友の命
友情・信頼

正月料理
伝統と文化の尊
重，国や郷土を
愛する態度

わたしの
ボランティア体験
勤労，公共の精神

日野藤吉
みやぎの先人集

よりよく生きる喜び

ノンステップバスで
のできごと

親切，思いやり

流行おくれ
節度・節制

お父さんは救急
救命士

勤労，公共の精神

夢ってなんだろう
希望と勇気，
努力と強い意志

卵焼き
家族愛

名医，順庵
相互理解・寛容

オーストラリアで学

んだこと 礼儀
見えた答案
正直・誠実

折り紙大使 加瀬三郎
国際理解・国際親善

ついていい嘘
悪い嘘

正直・誠実

まかせてみようよ
相互理解・寛容

学級活動

６年生を送る会に向けて

どんなことをするか話し合おう

学級活動

年間のがんばりを

見付け合おう

個人目標

学級力スマイル

ミーティング

学級の良さ課題

お互いを知ろう

楽しみなこと心配なこと

個人目標

道徳科
教材名
内容項目

赤 自分自身
黄 人との
かかわり

青 集団や
社会との
かかわり

緑 生命や
自然，崇高
なものとの
かかわり

学校行事

活動内容

めあて

２学期のめあて

を決めよう

一ふみ十年
自然愛護

そういうものに
わたしはなりたい

よりよく生きる喜び

なりたい自分とつくり
たい理想のクラスを考
え，実践し振り返る。

宿泊学習を振り返り，
成功したこと失敗した
ことをもとに自分たち
の良さと課題について
記述している。

９

道徳の授業を質的に改善 ～「小さな国語」にしないために～
「道徳と国語の違いが分からない」という言葉を耳にします。その言葉の象徴として，「こ

のときの主人公の気持ちはどうだったでしょう。」を順番に繰り返していき，時系列に並べて
終わってしまう授業を観ることもあります。しかし，先生の問いかけに逐一反応していくだ
けでは「生き方」についての前向きな学びは生まれません。
道徳科の授業づくりには七つの引き出し（小学校学習指導要領解説特別の教科道徳）が必

要と言われています。

卓先生対象の初任研一般研修では，「道徳は発問が命。」「スイカはおいしいところから食べ
るように，教材のどこに子どもたちはおいしさを感じるか（問題意識をもつか）という視点
で教材分析をすると，主体的な問題追求の授業を生み出すことができる。」と話しました。

ところで道徳科の「問題」とは何でしょうか。

教科書教材を見ると，だいたい１教材に１つ①～④の問題が散りばめられています。
この他にも教材分析をしっかりとして，子どもたちの実態に基づいた授業構成をするなど改
善に向けた取組は様々あるのですが，今回は「七つの引き出し」のうちの
②発問の工夫 ④書く活動の工夫 ⑥板書を生かす工夫 ，上記の「４つの問題」を意識した授業づくりの

紹介をします。（裏面以降お読みください。）

◇５年生は，２学期から髙橋紀が略案を作成し，手嶋先生にも実践をお願いしています。

（８～９月は「花山野外活動」に関連した内容項目を中心に作成しました。他社教材も使用しました。）

◇実践内容

①「お客様」 内容項目 「規則の尊重」 （主題名：権利と義務）☆利府三小の重点内容項目！「強い心」

②「まかせてみようよ」 内容項目 よりよい学校生活，集団生活の充実

主題名：集団生活で大切なこと 「美しい心」

③「見えた答案」 正直，誠実 （主題名：正直な自分とは）

利府第三小学校

道 徳 通 信

①教材を提示する工夫 ②発問の工夫 ③話合いの工夫 ④書く活動の工夫

⑤表現活動の工夫 ⑥板書を生かす工夫 ⑦説話の工夫

①道徳的諸価値が実現されていないことに起因する問題

②道徳的諸価値について理解が不十分または誤解していることから生じる問題

③道徳的諸価値のことは理解しているがそれを実現しようとする自分とそうできない自分

との葛藤から生じる問題

④複数の道徳的価値の対立から生じる問題

（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議が示す「４つの道徳的な問題」） ． ．

まかせてみようよ ６よりよい学校生活・集団生活の充実 主題名「集団生活で大切なこと」

ねらい 自分の役割に責任をもって取り組むことや，友達と理解し合うことの大切さを感じ，
よりよい集団を作っていこうとする心情を養う。

教材を生かすポイント

〇オリエンテーリングで班の考えがまとまらないことに「ぼく」は悩む。しかし，ゴールし
たいという気持ちはみんな共通である。いっこうに自分の意見を変えない人，みんなの意
見をまとめようとするリーダー，それぞれの立場に立って考え，人間理解を深めさせる。

〇「ぼく」は，地図係の石井さんのこれまでの準備を思い出し，「まかせてみようよ。」とい
うと，みんなようやく賛成してくれた。自分がこの班の一員ならば何と言うか，自分事と
して多面的に考えさせ，価値の理解を深めさせる。

〇班の人と協力するためにはどんな心が必要かについても考えさせる。

展開例
学習活動と発問 〇手立て ◇板書の工夫

１ 班やグループ活動をしていて，まと
まらなくて困った経験を話し合う。

２ 本時の学習課題をもつ。

〇給食や掃除当番，実験や話合い，発表
などのグループ活動を想起させ，本時の
学習へと誘う。

３ 教材「まかせてみようよ」を読んで
話し合う。
発問①班の３人はそれぞれどんな

思いをもっていますか。

発問②この班では何が問題になって

いるのでしょう。

４ 自分事で考え，話し合う。
発問③自分がこの班のメンバーだっ

たら何と言いますか。

◇解決すべき問題を考えるようにする
ため，登場人物３人の思いを明確にす
る。挿絵を活用して話し合わせる。
（黒板中央を４分割・ 人の登場人物・
残りの１つの枠は空白にしておいて発
問③「自分だったら」で使う。）

◇分割枠の中央に問題点を書き明確に
する。

〇みんなに共通している思いは何かも
考えさえる。
◇様々な考えを分類して板書し，多面的
にとらえられるようにする。

◇空白枠に「自分」の挿絵を貼り，班の
一員として考えられるようにする。

５ 本時を振り返り，班で協力するた
めにはどんな心が必要なのか，自分
の考えを書く。

〇教材を通して学んだ道徳的価値を基
に，どのように解決に向かうかノート
に考えを記述させる。（評価）

「班活動で大切なことは何かを考えよう」

まかせてみようよ

・バラバラだ
・みんな話を聞いてよ
・リーダーとしてみんな
をまとめたい

・係やリーダーに選ばれ
た人の話を聴こうよ

・ここで協力しなくちゃ

みんな共通の思いや願い

ゴールしたい（一位）

班活動で大切な
ことは

班やグループ
活動で困った
経験

・自分勝手な
人がいた
・話を聴いて
くれなかった
・人任せにし
ていた

問題：チームワークない
人の話聞かない など
人の話を聴こう

としない

班活動で大切なことについて考えよう

・ぼくが地図係なんだ。
言うことを聞け！

・何がなんでもゆずらな
いぞ

・こんなことしてたら
ゴールできないよ

・遠回りなんてしたく
ない

・何がなんでもゆずらな

青山さん

地図係
石井さん

リーダー
ぼく

自分

☆補助発問として

子どもから「協力」という言葉が出たら，

①３者はそれぞれ協力しようと思っているのか

②どうすることが協力だと思っているのか

問い返してみてください。（深める発問）

略案

板書

ノート
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第５学年２組道徳科学習指導案（略案）

日時：令和２年６月１７日（水）

１ 主題名 いいクラスになるってどういうこと？

内容項目 よりよい学校生活，集団生活の充実（関連項目： 友情，信頼 相互理解，寛容）
２ 教材名 「ドッジボールを百倍楽しくする方法」（出典：光文書院『小学道徳ゆたかな心５年』）

３ 主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について
人は社会的な存在であり，家族や学校をはじめとする様々な集団や社会に属して生活を営んでいる。

それらの集団に主体的に参加，協力することで質的な向上が図られていく。新年度開始間もないこの
時期に，学級づくりにかかわる問題に向き合い，児童が友達と信頼し尊重し合い，様々な活動を通し
て，集団を支えているのは自分たち自身であると気づかせていくことが大切である。

（２）児童の実態
集団での学び直しを図っている段階である。これまでの経験をもとに「こんな学級をつくりたい」

という願いをもつ児童がたくさんいるが，自分の意見を表出できる児童はそう多くない。特に，女子
に声の小さい児童が多い。このような実態から，どの児童にとっても学級に安心感がもてるよう，相
手の話に傾聴し互いに尊重できるように指導を重ねている。道徳科の授業は３回目となる。
思考ツールを活用すると，自分の考えをもてたり，理由付けできたりする児童が増えてきた。

（３）教材について
ドッジボール大会に向けて練習が始まるが，まじめに取り組まない男子に主人公は不満をもつ。友

達（女子）に相談すると意外な答えが返ってきたことをきっかけに，男子への見方が変わり始める。
男女の友情という面だけでなく，「クラス」としてのまとまりに目を向けさせながら，いいクラスにな
っていくにはどんなことが大切なのか，教材を通して考えさせたい。

（教材分析）

思考ツール
・クラゲチャート ・赤青円盤

４ 学習過程

学習活動及び学習内容 授業者のかかわり

１ 「いいクラス」について考え，問題意識をもつ。
〇いいクラスだったら～できる。
〇いいクラスだったら～な人がいる。 など

学習テーマ

２ 「ドッジボールを百倍楽しくする方法」の範読を
聞き，教材に含まれる道徳的価値について考え
る。

３ 読後の感想を聞く。
（発問例：この話の中でこの人いいなと思った人
はいた？逆にこれはダメでしょっていう人いた？

〇これまでに学級目標や学級のルール作りをして
きたことを想起させ，児童が考える「いいクラス」に
ついてイメージをもたせ多面的にとらえさせる。
〇数名に指名し，クラゲチャートに整理する。
〇これ以外にあるかどうか教材を通して見つけて
いこうと投げかける。

〇児童が共感や疑問をもてるようにゆっくりと範
読する。

〇登場人物についての印象を聞きクラスの一員と
しての「いい・よくない」の判断を問う。

わたしの気持ちの変化

男子がふざけていることに不満 男子への見方が変わる
試合には負けたがクラスの楽
しさを実感し良さを感じる

ドッジボール大会に向け
て練習するが男子がふざ
けていることに怒る。

駿からも不満を言わ
れ，練習を終える。 桜に相談。

「男子から教わること
がたくさんある」と言わ
れはっとする。

作戦会議 練習再開
決勝まで進むが
負けてしまう。

クラスの楽しさを実感
し，勝つよりもいいこと
があったように感じる。

いいクラスになるって どういうこと？

資料①初任者研修提供授業

- 195 -



第５学年２組道徳科学習指導案（略案）

日時：令和２年６月１７日（水）

１ 主題名 いいクラスになるってどういうこと？

内容項目 よりよい学校生活，集団生活の充実（関連項目： 友情，信頼 相互理解，寛容）
２ 教材名 「ドッジボールを百倍楽しくする方法」（出典：光文書院『小学道徳ゆたかな心５年』）

３ 主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について
人は社会的な存在であり，家族や学校をはじめとする様々な集団や社会に属して生活を営んでいる。

それらの集団に主体的に参加，協力することで質的な向上が図られていく。新年度開始間もないこの
時期に，学級づくりにかかわる問題に向き合い，児童が友達と信頼し尊重し合い，様々な活動を通し
て，集団を支えているのは自分たち自身であると気づかせていくことが大切である。

（２）児童の実態
集団での学び直しを図っている段階である。これまでの経験をもとに「こんな学級をつくりたい」

という願いをもつ児童がたくさんいるが，自分の意見を表出できる児童はそう多くない。特に，女子
に声の小さい児童が多い。このような実態から，どの児童にとっても学級に安心感がもてるよう，相
手の話に傾聴し互いに尊重できるように指導を重ねている。道徳科の授業は３回目となる。
思考ツールを活用すると，自分の考えをもてたり，理由付けできたりする児童が増えてきた。

（３）教材について
ドッジボール大会に向けて練習が始まるが，まじめに取り組まない男子に主人公は不満をもつ。友

達（女子）に相談すると意外な答えが返ってきたことをきっかけに，男子への見方が変わり始める。
男女の友情という面だけでなく，「クラス」としてのまとまりに目を向けさせながら，いいクラスにな
っていくにはどんなことが大切なのか，教材を通して考えさせたい。

（教材分析）

思考ツール
・クラゲチャート ・赤青円盤

４ 学習過程

学習活動及び学習内容 授業者のかかわり

１ 「いいクラス」について考え，問題意識をもつ。
〇いいクラスだったら～できる。
〇いいクラスだったら～な人がいる。 など

学習テーマ

２ 「ドッジボールを百倍楽しくする方法」の範読を
聞き，教材に含まれる道徳的価値について考え
る。

３ 読後の感想を聞く。
（発問例：この話の中でこの人いいなと思った人
はいた？逆にこれはダメでしょっていう人いた？

〇これまでに学級目標や学級のルール作りをして
きたことを想起させ，児童が考える「いいクラス」に
ついてイメージをもたせ多面的にとらえさせる。
〇数名に指名し，クラゲチャートに整理する。
〇これ以外にあるかどうか教材を通して見つけて
いこうと投げかける。

〇児童が共感や疑問をもてるようにゆっくりと範
読する。

〇登場人物についての印象を聞きクラスの一員と
しての「いい・よくない」の判断を問う。

わたしの気持ちの変化

男子がふざけていることに不満 男子への見方が変わる
試合には負けたがクラスの楽
しさを実感し良さを感じる

ドッジボール大会に向け
て練習するが男子がふざ
けていることに怒る。

駿からも不満を言わ
れ，練習を終える。 桜に相談。

「男子から教わること
がたくさんある」と言わ
れはっとする。

作戦会議 練習再開
決勝まで進むが
負けてしまう。

クラスの楽しさを実感
し，勝つよりもいいこと
があったように感じる。

いいクラスになるって どういうこと？

資料①初任者研修提供授業

４ 場面ごとの絵を見て，いいクラスと言えるかど
うか，思考ツールを使いながら考える。
補助発問例：自分もこのクラスの仲間になりた
い？ それはどうして？
〇このクラスが変わり始めたのはどうしてか。
〇作戦会議に自分も入るとしたら何て言うか。

５ 主人公の最後の言葉「勝つよりいいこと」とは何
かについて，考える。
〇一生懸命練習して決勝で負けた。それなのに
どうして今の方がずっと楽しいのか。

〇「勝つよりいいこと」なんて本当にあるのか。
あるとしたら何か。
〇わたしは，今クラスのみんなのどんな思いを感
じているだろう。

６ 本時を振り返って考えたことを書く。
いいクラスになるっていうのは・・・

（視点） 今日の学習でいいなと思ったこと
友達の話を聴いて心に残ったこと
大切だなと思ったこと

〇２つの場面について思考ツールを使って意見表
明させる。理由も問う。

〇最初と最後では一人一人の心がどう変わったの
か，途中で何があったのか板書を使いながら整理
する。

〇場面絵に吹き出しを使ってせりふを書く。

〇一人一人にどんな心が生まれたのか想像させ
る。
〇練習を重ねて決勝まで進んで敗けてしまった後
どんな会話が交わされたか想像させる。

〇本時で考えた「いいクラス」についてのイメージに
新しく加わることはあったか問う。

授業の分析

（成果）

・思考ツールの活用例 板書例を示したことで，

道徳科の授業を支える要素についてイメージを

もたせることができた。

（課題）

・発問構成，児童と担任との関わり方には目を向

けられていない様子だった。学級づくりの一環と

しての授業となるよう児童同士の対話を中心に，

改善を図っていく。

図７ 参観記録 拠点校指導員作成・許可を得て掲載

このクラスはいいクラスって言える？

（評価） 「いいクラス像」について，多面的にと
らえ見方を広げ，考えることができたか。

（発言，ノート記述）

（参観した初任者の感想）

・授業で使用していた赤青円盤が非常に有効

であると感じました。「いい」「よくない」の微

妙な内訳を表すことができる点，児童全員が

参加できる点が理由です。また，自分で考え

させることが大事である道徳の授業におい

て，話の内容や考えるべきポイントが一目で

分かる板書が参考になりました。今後の授業

づくりに生かしていきたいと思います。
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第５学年２組道徳科学習指導案

日時：令和２年 月１８日（水）

１ 主題名 自由な生き方とは
内容項目 善悪の判断，自律，自由と責任（関連項目： 規則の尊重 公正，公平，社会正義）

２ 教材名 「うばわれた自由」（出典：文部科学省『わたしたちの道徳』）
３ ねらい

登場人物に共感したり，登場人物の自由のとらえ方を基に自由とは何かを考えたりすることを通して，
周りの人々に迷惑をかける自由は自分勝手であることや，自由な考えや行動を保障するには周りの人々の
快適な生活を守らねばならないことに気付き，自由についての価値観を広げたり深めたりする。また，こ
のような学習により自律的で責任ある行動をしていこうとする道徳性を養う。

４ 主題設定の理由
ねらいとする価値について
自由とは何か。自由には様々な側面があり，深い問いである。哲学者苫野一徳によれば，他者の「自

由」を侵害しない限り，誰もが自分の「自由」な生き方，価値観を追求できること，これをわたしたちは
近代社会の大原則としている。他者と自分の自由をお互いに認め合うことは，市民教育の本質にかかわ
る重大な問題であり，責任，ルール，正義というテーマにも大きくかかわってくる。
本校は「求める心」「美しい心」「強い心」「感謝の心」をもつ児童を育てることを目指している。自由

とは何か，対話を通して追求し学び合い 求める心 ，出された意見を尊重し 美しい心 ，本時で得られた
学びが「みんなが納得して守るきまり」強い心 へとつながっていくことは，児童にとって意義深いこと
だと考える。
児童の実態
児童は，行事や係活動等において行うイベント等の企画運営に意欲的に取り組める。ある程度の自由

が保障され，自由な発想が認められる活動が生き生きとした姿につながっている。一方で，自分たちだ
けが楽しんだり，羽目を外したりするなど，自由と自分勝手をはき違えてしまう場面も見られる。
道徳科の学習については，登場人物に共感したり客観的に分析したり，自分の立場や考えを「思考ツ

ール」で表現したりしてきた。意見をどんどん言える子，ノートに書いて考えを整理したがる子と表現
スタイルが分かれてきており，発言のバランスやノート指導に課題は多い。自分なりの言葉で価値につ
いての考えを確かめ合える一方で，道徳的な問題を実生活で自分との関わりで考え続けていくことにつ
いては，今後も指導が必要である。
教材について
狩り禁止の場所で狩りをするジェラール王子は，森の番人ガリューに出会う。ジェラール王子は「人

はみな自由な暮らしを望んでいる」と自分の考えを押し通す。それを「ただのわがままではないか。」と
咎められたことに腹を立て，ガリューを牢に入れてしまう。やがて王子が王となると，世の中が乱れ始
める。大臣に裏切られ，とうとう王子は全てを失い牢に入れられてしまう。牢でガリューと再会した王
子は涙を流し自分の愚かさを嘆くが，ガリューは「本当の自由」を大切にしていこうと諭すのであった。
このような概要であるが，「本当の」という言葉を使うことにあたっては慎重にしたい。「本当の自由

があれば嘘の自由もあるのだろうか」というスタンスで受け止め，自由という価値について，多面的・
多角的に考えさせていきたい。
これまでの学習について
教材に含まれる道徳的価値が 規則の尊重，「権利」「義務」にもかかわっていると考え，前時は，「こ

れってけんり？これってぎむ？」を学習した。「権利の国と義務の国，どちらに住みたいか？」をテーマ
に，それぞれの価値について考えた。ノートを見ると，権利と義務のどちらも大切なのではないかとい
う意見が大半であった。「権利だけだと自分がダメになる」「権利ばかりだと人が多ければ多いほど主張
し合ってけんかしそう」「義務ばかりはきゅうくつ」「権利だけだと自由過ぎてつまらない，義務だけだ
と指摘ばかりされてつまらない」「権利の国では，何でもできるから国が終わるし，義務の国だとできな
いことが多くて国が終わる」という考えがあった。また，「権利と義務が混ざった方が楽しいし幸せな気
持ちになれる」という考えもあり，これらの学びを本時につなげたい。
育てたい児童の姿
・感じ，考えたことを伝え，友達の意見をよく聴いて，自分自身の見方や考え方を広げたり深めたりする子ども
・人として大切なことを理解し，それをもとに自分の生き方について考えるのが道徳科の授業であり，夢や希望，
理想はそれぞれ違うため，正しい答えやよい答えだけでなく様々な答えを尊重し合い，自分を見つめ，自分自
身の生き方を見つける子ども

５ 教材分析

ジェラール王子の気持ちの変化

他の迷惑を省みない自由
自分勝手 自分勝手への後悔 自由の意味の探究

動物をとってはなら
ない森で狩りをする。

森の番人ガリュー
に出会う。

きまりを破っていること
を認め，わがままを押し通
そうとする。

自分が王になると，
世の中が乱れ始める。 大臣に裏切られ王位を

奪われ牢屋に入れられる。
牢屋の中で
ガリューに
再会する。

ガリューの忠告に腹を
立て，牢屋に入れる。

資料②道徳科校内授業研修会

- 197 -



第５学年２組道徳科学習指導案

日時：令和２年 月１８日（水）

１ 主題名 自由な生き方とは
内容項目 善悪の判断，自律，自由と責任（関連項目： 規則の尊重 公正，公平，社会正義）

２ 教材名 「うばわれた自由」（出典：文部科学省『わたしたちの道徳』）
３ ねらい

登場人物に共感したり，登場人物の自由のとらえ方を基に自由とは何かを考えたりすることを通して，
周りの人々に迷惑をかける自由は自分勝手であることや，自由な考えや行動を保障するには周りの人々の
快適な生活を守らねばならないことに気付き，自由についての価値観を広げたり深めたりする。また，こ
のような学習により自律的で責任ある行動をしていこうとする道徳性を養う。

４ 主題設定の理由
ねらいとする価値について
自由とは何か。自由には様々な側面があり，深い問いである。哲学者苫野一徳によれば，他者の「自

由」を侵害しない限り，誰もが自分の「自由」な生き方，価値観を追求できること，これをわたしたちは
近代社会の大原則としている。他者と自分の自由をお互いに認め合うことは，市民教育の本質にかかわ
る重大な問題であり，責任，ルール，正義というテーマにも大きくかかわってくる。
本校は「求める心」「美しい心」「強い心」「感謝の心」をもつ児童を育てることを目指している。自由

とは何か，対話を通して追求し学び合い 求める心 ，出された意見を尊重し 美しい心 ，本時で得られた
学びが「みんなが納得して守るきまり」強い心 へとつながっていくことは，児童にとって意義深いこと
だと考える。
児童の実態
児童は，行事や係活動等において行うイベント等の企画運営に意欲的に取り組める。ある程度の自由

が保障され，自由な発想が認められる活動が生き生きとした姿につながっている。一方で，自分たちだ
けが楽しんだり，羽目を外したりするなど，自由と自分勝手をはき違えてしまう場面も見られる。
道徳科の学習については，登場人物に共感したり客観的に分析したり，自分の立場や考えを「思考ツ

ール」で表現したりしてきた。意見をどんどん言える子，ノートに書いて考えを整理したがる子と表現
スタイルが分かれてきており，発言のバランスやノート指導に課題は多い。自分なりの言葉で価値につ
いての考えを確かめ合える一方で，道徳的な問題を実生活で自分との関わりで考え続けていくことにつ
いては，今後も指導が必要である。
教材について
狩り禁止の場所で狩りをするジェラール王子は，森の番人ガリューに出会う。ジェラール王子は「人

はみな自由な暮らしを望んでいる」と自分の考えを押し通す。それを「ただのわがままではないか。」と
咎められたことに腹を立て，ガリューを牢に入れてしまう。やがて王子が王となると，世の中が乱れ始
める。大臣に裏切られ，とうとう王子は全てを失い牢に入れられてしまう。牢でガリューと再会した王
子は涙を流し自分の愚かさを嘆くが，ガリューは「本当の自由」を大切にしていこうと諭すのであった。
このような概要であるが，「本当の」という言葉を使うことにあたっては慎重にしたい。「本当の自由

があれば嘘の自由もあるのだろうか」というスタンスで受け止め，自由という価値について，多面的・
多角的に考えさせていきたい。
これまでの学習について
教材に含まれる道徳的価値が 規則の尊重，「権利」「義務」にもかかわっていると考え，前時は，「こ

れってけんり？これってぎむ？」を学習した。「権利の国と義務の国，どちらに住みたいか？」をテーマ
に，それぞれの価値について考えた。ノートを見ると，権利と義務のどちらも大切なのではないかとい
う意見が大半であった。「権利だけだと自分がダメになる」「権利ばかりだと人が多ければ多いほど主張
し合ってけんかしそう」「義務ばかりはきゅうくつ」「権利だけだと自由過ぎてつまらない，義務だけだ
と指摘ばかりされてつまらない」「権利の国では，何でもできるから国が終わるし，義務の国だとできな
いことが多くて国が終わる」という考えがあった。また，「権利と義務が混ざった方が楽しいし幸せな気
持ちになれる」という考えもあり，これらの学びを本時につなげたい。
育てたい児童の姿
・感じ，考えたことを伝え，友達の意見をよく聴いて，自分自身の見方や考え方を広げたり深めたりする子ども
・人として大切なことを理解し，それをもとに自分の生き方について考えるのが道徳科の授業であり，夢や希望，
理想はそれぞれ違うため，正しい答えやよい答えだけでなく様々な答えを尊重し合い，自分を見つめ，自分自
身の生き方を見つける子ども

５ 教材分析

ジェラール王子の気持ちの変化

他の迷惑を省みない自由
自分勝手 自分勝手への後悔 自由の意味の探究

動物をとってはなら
ない森で狩りをする。

森の番人ガリュー
に出会う。

きまりを破っていること
を認め，わがままを押し通
そうとする。

自分が王になると，
世の中が乱れ始める。 大臣に裏切られ王位を

奪われ牢屋に入れられる。
牢屋の中で
ガリューに
再会する。

ガリューの忠告に腹を
立て，牢屋に入れる。

資料②道徳科校内授業研修会 ６ 学習過程

学習活動及び学習内容 ・予想される児童の反応 授業者のかかわり

１ 前時の授業「これってけんり？これってぎむ？」の

学習で出された児童の意見を聞き，「自由」につい

て考え，問題意識をもつ。

〇自由についての考えを出し合う

・好きなことが好きなだけできる。

・自分で決めることができる。

・好き放題すると・・・。

・うれしい自由とか困る自由もある。

・したくないことはしない自由もある。

〇自由の辞書的な意味を知る

「心のままであること。思う通り。」

２ 教材に含まれる道徳的価値をさぐるなかで，自分

なりの答えを出す。

話合いのテーマ

〇ジェラールとガリューの言う「自由」について

自分の意見をノートに書く。

・ジェラールが言う自由は，ただのわがままだ。

・王子なら自由に決められる権利があるはず。

・ガリューの方が自由な生き方だ。迷惑をかけず

ルールを守ってでも自由と言えるはずだ。

〇ジェラール王子が王となり，世の中が乱れた

ことについて，話し合う。

３ 教材を振り返り，価値観を新たにする。

〇自分はどんな自由がほしいだろうか，

また，どんな自由ならいらないだろうか。

４ 学習の評価をする。

（観点） よく考えたか ・よく聞いたか

考えを伝えたか・心に残った友達の考え

〇前時の学習課題「権利の国と義務の国のどちらに住み

たいか」の意見を紹介し，状況によっては自由にできる

場合とできない場合があることに気付かせる。

〇自由についての現時点での考えをノートに書かせ伝え

合わせる。今週末は３連休で平日よりも自由な時間が

増えるであろうことを話題とし，イメージをもたせる。

〇意見があまり出ない場合は作文課題での児童の意見を

紹介する。

〇自由の辞書的な意味を紹介し，「どんな場合にでも思う

通りにしてよいのではないか」と問い，自分が取るであ

ろう行動を見つめ直させる。

〇教材の前半部分を提示し，自分勝手なジェラール王子

と王子に忠告するガリューではどちらが自由な生き方

をしているかを考えさせ，自由に対する価値観を明確

にできるようにする。

〇「王子ならば権力できまりを変えることも自由ではない

か」「きまりを守らない自由もあるのではないか」「した

いことができなくても自由と呼べるのか」など，児童の

反応を見て問い返す。

〇ノートに書いた自分の意見や対話をもとに考えを広げ

たり深めたりできるよう促す。

〇教材の後半部分を提示し，世の中が乱れた原因を考え

させ，「自分勝手」な考えや行動がもたらす結果につい

ても考えさせ，それは自由と呼べるのか問う。

〇権力に屈することなく忠告したガリューの生き方は，た

とえ牢に入れられたとしても自由と言えるのか，ガリュ

ーが守りたかったのは何なのかを問い返す。

〇本時の学習を通して考えてきた「自由」についての意味

を振り返らせ，左記のように問いかけ，記述させる。

７ 板書計画

（児童のノート）

学習課題： 自由って思う通りにすることじゃないの？

ジェラールとガリュー，どちらに賛成？

（評価）
「自由な生き方」について，多面的にとらえ，見方
を広げ，考えることができたか。（発言，ノート記述）

うばわれた自由 自由…心のまま。思う通り。
自由とは
・なんでもできる。
・好き勝手できる。
・自分で決められる。
・誰かに指図されない。

なぜ乱れた？

自由って思う通りにすることじゃないの？

自分だけに
都合がいい
ただのわがまま

したいことを
したいように
できる自由

ジェラール ガリュー

自分勝手
自己中心
悪い自由
困った自由
きまりを守らない自由

迷惑をかけない
他の人のことを考
えた自由 いい自由
きまりを守ってい
ても自由

王になり国が乱れた

ほしい自由は，自分で決め
られる自由。でも，なんでも
思い通りにはならない。他の
人もいるからきまりや少しの
我慢も必要だと思う。

ど
ち
ら
に
賛
成
？

場面絵

場面絵
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（児童のノートと分析）

参観した教員の感想，意見）
・事前に参観の視点を示した感想記入用紙を配付した。
視点①本時の学習活動が育てたい子どもの姿にせまることができていたか。

②児童の実態に合っていたか。
③導入で児童の関心を高め，問題意識をもたせることができていたか。
④交流のさせ方はどう改善していけばよいか。

初任者
・子どもたちが自分の頭でじっくりと考えているなという印象を受けた。発問や問い返しについて，自
分なりに答えを出そうとする姿が見られた。発問の仕方や授業構成に関する工夫はまだ自分には見つけ
られないが，子どもの姿で学ぶことができた。

初任者層教員
（２年目）

・自由とは何かについて様々な立場から考えている授業だった。はっきり「こういうのが自由だ」とつ
きつめなくても，価値について考える方法があるのだと知ることができて勉強になった。たくさんの児
童の意見を引き出していた。

１０年未満
教員

・人として大切な「規則の尊重」について，自分だったらと身近に感じた子どもが多かったように思う。
ペアやグループで考えの理由を言える場面があってもよかった。

１０年未満
教員

・思考ツール使用後にノートに再度書かせる必要があったか考えさせられた。交流は，たくさんの児童
が発表していたのが印象的だった。多様な考えを聴くことが道徳にとって大切だと感じている。

中堅教員 ・思考の深さなのか語彙力なのか価値にかかわる言葉を引き出すのは難しいと感じた。ファシリテート
はよかった。教科書教材以外の活用，自分もしてみたい。

中堅教員 ・学習のながれが実態にあっている児童，そうでない児童がいたが，思考ツールの活用，板書の工夫，
教師のかかわり，教材選択，与え方などを学ぶことができた。

中堅教員 ・授業の中で子どもたちの心の揺れのようなものを感じた。自由について子どもたちなりによく考えて
いた。子ども同士の交流をもっと観たかった。

中堅教員 ・単発ではなく前の授業からつなげていたことで子どもの関心を高めていた。子どもが話したいと思え
るところで対話を取り入れたい。自分のクラス（６年生）でもこの授業をしてみたい。

中堅教員 ・「どちらが自由な生き方」だと考える範囲が広すぎて迷っているように見えた。価値観についてつなが
るような別な問いかけもあったのではないか。

拠点校指導員
・教材を通して「自由」の定義をつかんだ後に「本当の自由」を理解して問うのであれば，自由と自分
勝手の違いや，自分勝手がもたらす罪の重さ（相手の迷惑，自分への責任）について絞って考えさせる
ことができたのではと思った。

自律，責任を伴う自由
について考えている。

権利と義務，公正
公平の観点から記
述している。

教材を批判的に読解し
自分と他者両方の自由
を保障することについ
て考えている。

よさと危惧される面を
考え「みんな」の視点か
ら自由をとらえている。
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（児童のノートと分析）

参観した教員の感想，意見）
・事前に参観の視点を示した感想記入用紙を配付した。
視点①本時の学習活動が育てたい子どもの姿にせまることができていたか。

②児童の実態に合っていたか。
③導入で児童の関心を高め，問題意識をもたせることができていたか。
④交流のさせ方はどう改善していけばよいか。

初任者
・子どもたちが自分の頭でじっくりと考えているなという印象を受けた。発問や問い返しについて，自
分なりに答えを出そうとする姿が見られた。発問の仕方や授業構成に関する工夫はまだ自分には見つけ
られないが，子どもの姿で学ぶことができた。

初任者層教員
（２年目）

・自由とは何かについて様々な立場から考えている授業だった。はっきり「こういうのが自由だ」とつ
きつめなくても，価値について考える方法があるのだと知ることができて勉強になった。たくさんの児
童の意見を引き出していた。

１０年未満
教員

・人として大切な「規則の尊重」について，自分だったらと身近に感じた子どもが多かったように思う。
ペアやグループで考えの理由を言える場面があってもよかった。

１０年未満
教員

・思考ツール使用後にノートに再度書かせる必要があったか考えさせられた。交流は，たくさんの児童
が発表していたのが印象的だった。多様な考えを聴くことが道徳にとって大切だと感じている。

中堅教員 ・思考の深さなのか語彙力なのか価値にかかわる言葉を引き出すのは難しいと感じた。ファシリテート
はよかった。教科書教材以外の活用，自分もしてみたい。

中堅教員 ・学習のながれが実態にあっている児童，そうでない児童がいたが，思考ツールの活用，板書の工夫，
教師のかかわり，教材選択，与え方などを学ぶことができた。

中堅教員 ・授業の中で子どもたちの心の揺れのようなものを感じた。自由について子どもたちなりによく考えて
いた。子ども同士の交流をもっと観たかった。

中堅教員 ・単発ではなく前の授業からつなげていたことで子どもの関心を高めていた。子どもが話したいと思え
るところで対話を取り入れたい。自分のクラス（６年生）でもこの授業をしてみたい。

中堅教員 ・「どちらが自由な生き方」だと考える範囲が広すぎて迷っているように見えた。価値観についてつなが
るような別な問いかけもあったのではないか。

拠点校指導員
・教材を通して「自由」の定義をつかんだ後に「本当の自由」を理解して問うのであれば，自由と自分
勝手の違いや，自分勝手がもたらす罪の重さ（相手の迷惑，自分への責任）について絞って考えさせる
ことができたのではと思った。

自律，責任を伴う自由
について考えている。

権利と義務，公正
公平の観点から記
述している。

教材を批判的に読解し
自分と他者両方の自由
を保障することについ
て考えている。

よさと危惧される面を
考え「みんな」の視点か
ら自由をとらえている。

略案を提供して１組の担任に実践を依頼した。児童の実態に合わせて修正して活用することや板書記録
と児童のノートを見せ合い，授業のながれ，発問を吟味，検証することを継続してきた。それぞれの担任
の創造性も大切にして授業づくりを進めることができた。

Ⅲ 今後の展望
道徳教育の推進にあたって，カリキュラムデザインの作成と実践を行った。児童が体験したことを適切

に振り返らせることで核となる道徳科の学びにつながることが，実践を通して明らかになった。行事は何
のために行うのか，教育目標とのつながりは何かを考えること，授業と切り離して単独でとらえるのでは
なく，学びの連続を図っていくことで大きな教育効果を生むことが分かった。
また，研修の在り方としては，実際に授業を参観してもらうことこそが一番の学びであると再確認する

ことができた。それでも，校内研究教科でない道徳科に定期的に長時間研修を行うことは難しい。今回試
みたように，同学年で略案を提供し合い，実践を共に振り返る時間を積み重ねることも，学び続ける教員
の育成につながるのではないかと考える。
道徳教育推進教師の役割は研修会で方向性を示すだけではなく，日頃の実践上の悩みを収集しておき，

それに応えるような道徳通信を発行したり，情報提供したりする支え役となることが何よりも大切である。
変化し続ける学校の状況のもとでも，持続可能で学びたくなる道徳研修のあり方を探り，よりよく生きる
児童の育成に取り組んでいきたい。

Ⅳ 参考・引用文献

資料③５学年指導略案

お客様 規則の尊重 主題名「権利と義務」

ねらい 自他の権利を大切にし，自己の義務も果たそうとする心情を養う

教材を生かすポイント
〇観客全員がショーを楽しむ権利がある。自分の権利だけを主張する三者の
気持ちを考えさせることを通して人間理解（分かっていてもできないこと
に共感しつつ，全体を考える）を深めさせる。

〇客としての権利を主張し，周囲の人が同調した場面で係員が謝罪する。
「わたし」はそのとき「何か変だ」と考える。何が変なのかを多面的に考
えさせ，価値の理解を深めさせる。

展開例
学習活動と発問 〇手立て ◇板書の工夫

１ 「権利」と「義務」という言葉のイ
メージをもち，話し合う。

〇教科書の例（別紙）を紹介し，自分
たちの生活の中での権利と義務につい
て伝え合わせる。

２ 教材「お客様」を読んで話し合う。
発問：子どもを肩車し始めた男の人，

「そうだそうだ」と同調した人たち，

「わたし」にはそれぞれどんな権利

があったでしょう。

発問：「何か，変だ」と感じたわたしは

どんなことを感じたのでしょう。

（何がおかしいと思ったのでしょう）

３ 自分事で考えてみる。
〇花山野外活動での楽しみ方など

◇三者それぞれの主張（権利）を整理
しながら板書する。
〇三者には共通してショーを楽しむ権

利があることを押さえる。

〇「わたし」に起きた心情の変化を押さ
える。
◇様々な考えを分類して板書し，多面的
にとらえられるようにする。

〇教材を通して学んだ道徳的価値を基
に自分たちの生活についても考えを交
流させる。

４ 本時を振り返り「権利」と「義務」
についての自分の考えを書く。

〇「権利」を主張することの裏返しと
して「義務」を果たすことについても
考えられたか記述させる。（評価）

権利と義務について考えよう

板書①

板書②

なんだろうなんだろう「夢」ってなんだろう
希望と勇気，努力と強い意志 （ ４ よりよく生きる喜び）

主題名「夢や目標をもつ」
ねらい 夢や目標について様々な視点から考え，話し合うことを通して，夢について

の自分の考えを広げたり深めたりする。また，自分もよりよく生きたいと願
う気持ちがあることに気付かせ，夢や目標に向かって頑張り続けようとする
態度を養う。

教材を生かすポイント

〇絵本で問いかけ形式になっており，あらためて夢について考え直すことができる。
〇十符っ子の日に関連させて，「夢や目標は自分にとってどんな意味があるのか」
を深く考えさせたい。

展開例
学習活動と発問 〇手立て ◇板書の工夫

１「夢や目標をもつこと」について考え
をもつ。
発問：将来の夢はありますか。

〇十符っ子の日が近いことを想起させ，
自分には将来の夢や目標があるかを問
う。
〇これまでに立てた目標にどんなものが
あったか，できなくて悔しかったりあき
らめてしまった経験はないかを問う。

２ 絵本を見て話し合う。
発問：一度決めた夢は変えてはいけな

いのでしょうか。

発問：夢や目標はやはりあった方が

いいのでしょうか。

◇ でスクリーンに映しながら読み聞
かせる。
◇「変えてもいい」「変えてはいけない」
の立場を心情スケールで書かせる。理由
も書かせる。
〇絵本の選択肢や，問いかけ，児童の反
応から共感的に考えさせる。

３ 本時を振り返り「夢や目標は自分
にとってどんな意味があるのか」自
分の考えを書く。

〇板書を手掛かりにノートに考えを
記述することで価値理解を深められ
るようにする。（評価）

夢や目標って何のためにあるの？

・河村茂雄（ ）『アクティブラーニングのゼロ段階』図書文化．
・河野哲也（ ）『じぶんで考えじぶんで話すこどもを育てる哲学レッスン』河出書房新社．
・神代健彦・藤谷秀編著（ ）『悩めるあなたの道徳教育読本』はるか書房．
・松本美奈 西野真由美他（ ）『特別の教科道徳 ＆ 』ミネルヴァ書房．
・永田繁雄編著（ ）『小学校新学習指導要領の展開』明治図書．
・中山芳一（ ）『学力テストで測れない非認知能力が子どもを伸ばす』東京書籍．
・日本弁護士連合会市民のための法教育委員会編（ ）『自由ってなんだろう』岩崎書店．
・小笠原喜康編著（ ）『哲学する道徳：現代社会を捉え直す授業づくりの新提案』東海大学出版部．
・押谷由夫 岡山県小学校道徳教育研究会（ ）『子どもとつくる総合単元的な道徳学習』東洋館出版社．
・オスカー・ブルニフィエ（ ）『子ども哲学 自由ってなに？』朝日出版社．
・ｐ４ｃみやぎ出版企画委員会（ ）『子どもの問いでつくる道徳科』東京書籍．
・澤井陽介 横浜国立大学附属鎌倉小学校（ ）『鎌倉発深い学びのカリキュラムデザイン』東洋館出版社．
・髙木展郎編著（ ）『これからの時代に求められる資質・能力の育成とは』東洋館出版社．
・苫野一徳（ ）『ほんとうの道徳』トランスビュー．
・山﨑博司（ ）『答えのない道徳の問題どう解く？』ポプラ社．
・ヨシタケシンスケ（ ）『なんだろうなんだろう』光村図書．
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